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ちゅいしーじーとは互いに助け合うさまを指します 

〒900-0034 那覇市東町 26番 1号 （那覇市医師会内） 

TEL：098-860-5666 （直通）  FAX：098-860-5667 （直通） 

MAIL：z1@naha-med.or.jp  

相談窓口開設時間：月～金（土日祝日除く）8時 30分～17時 30分 

２０１８年（平成３０年）8 月《第 5号》 

症例テーマ 

『認知症患者における身体合併のため帰宅困難と

なった症例の検討』 

事例提供：玉井 修 先生 

司  会：嘉数 朗 先生 
 多職種連携研修会の開催目的  

 

多職種間の相互理解や情報共有をスムーズ

に行える様、 

①自分の職種の役割や得意分野、考え方を

多職種に伝え、互いに相手の業務の状況

を知ること 

②信頼して連携を深めるため、忌憚のない

意見交換を通し、親しみや尊敬を抱き合

う関係づくりを行うこと 

山の日 

19：30～ 

在宅医療推進

の為の勉強会 

～CVポート～ 

作業部会 A 

退院時情報共有シート

についての意見交換会 

在宅療養支援

診療所連絡会 

19：30～ 

大症例検討会 

コーディネーター・担当地区 紹介 

高江洲 あやこ 西銘 千絵 當銘 美華子 

地域包括支援センター 

城西・安里・新都心・安謝・泊・若狭・城岳 

地域包括支援センター 

識名・古波蔵・国場・かなぐすく・小禄・高良 

地域包括支援センター 

石嶺・大名・繁多川・松川・松島 

※ご相談は、電話・FAX・メール・来所など、お気軽に‼ 

参加者：53 名 

第 1回 

医療・介護連携

運営委員会 

    14：00～ 

施設管理者向け

研修会 

作業部会 A 

19：30～ 

多職種連携研修会 

作業部会 A 

入退院時情報共有 

に関する合同意見 

交換会 

第 1回 

医療・介護連携

運営委員会 

tel:098-860-5666
http://3.bp.blogspot.com/-9vDvWnAENhI/ToHbmhgtunI/AAAAAAAACWg/z1w5FVDKTXU/s1600/iruka.png


  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業部会 B 
 介護職の人材確保や医療知識スキル

アップに向けて、施設経営者との医療・

介護連携に関する意見交換会や、『気づ

き』をテーマとした医療介護間の意見交

換会等の実施を計画しています。 

作業部会 C 
 在宅医療の拡充に向けて、多職種を対

象とした在宅医療の同行訪問研修や在

宅医療の実態把握に向けたアンケート

調査、急性期病院と在宅医との定期カン

ファレンス等を企画しています。 

作業部会 A 
那覇市版の入退院支援のルールづく

りに向け、ケアマネージャーと地域包括

支援センター、また退院支援部門看護師

との意見交換を進めています。 

うちな～ぐち占い  意味は近くのおじーおばーに聞いて下さい 

A 型：やーうちーや、なまや あわてぃはーてぃし  さんしぇーましどー 

B 型：ね～んなちぇーしー、わらびがしっちぇーうさ 

O 型：なちまき（夏バテ）さーに、くんちねーんさや－。まーさむん ちゅふぁーら かみよ～ 

AB 型：しかまちかんぱち！あったんがぐぁーなかい、じんぬ いっちゅーんてー!(^^)! 

７０代男性、要介護 4、腎臓がんの透析患者様でした。治療加療を希望さ

れ、通院での治療を継続しながら入退院を繰り返していましたが、入院中に

末期を迎えました。 

介入時には、ご本人とは疎通が中々取れない状態であり、奥さんと今後に

ついてお話をしました。お話していくうちに、「家に連れて帰りたいけど、

自分一人では何かあった時に心配だし、自信がない…」と涙されていました。 

そこで、奥様と家に帰った時には、在宅医療というものがあり、在宅専門

の医師・看護師が定期的に訪問してくれること、また介護認定も受けている

ので、ヘルパー等にも来てもらい手伝ってもらえる事をお伝えしました。奥

さん一人ではなく、専門職が見回りに来てくれることを伝えているうちに、

「本当は本人も家に帰りたいはず。不安だけど悩んでいる時間がもったいな

いね。」と、残り少ないであろうお時間とご本人のお気持ちを汲んで自宅へ

戻られることを選択されました。また、一緒に付いていた娘さんが近所に住

んでいるという事なので、度々様子を見に来てもらうことにしました。不安

そうな奥さんでしたが、「家に帰れるよ、うれしいね」とずっとご本人へ娘

さんと一緒に声をかけているのが印象的でした。 

それから、在宅医・訪問看護・レンタルベッド・酸素をその日でセッティ

ング、退院前カンファレンスを開催後、夕方ご自宅へ帰り、帰宅後数日間ご

自宅で過ごすことが出来ました。 

在宅スタッフの皆様が早急に対応して下さったことに深く感謝していま

す。                             病院 MSW 

ちゅいしーじー那覇では、様々な研修会を開催しています。「こんなテーマ

の研修会をしてほしい」「一緒に研修会をしてほしい」などなど．．． 

医療・介護関係機関と共催で研修会を開催していますので、お気軽にご相談

ください。 

★那覇市在宅ケアネット メーリングリスト 登録者募集‼ 

研修会や勉強会等の開催情報をメールで配信しています。まだ未登録

の方はぜひ‼ 

登録希望の方は、ちゅいしーじー那覇までご連絡ください。 

TEL:860-5666 FAX:860-5667 

隠れているカニを 5匹探そう！表にもいます 

tel:860-5666

